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※
可
能
な
限
り
、
支
援
者
か
ら
の
申
し
出
な
ど
に
基
づ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
名
称
な
ど
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

TOPICS 支援関係

TOPICS　復興関係　

TOPICS　支援関係　

【
盛
岡
市
】▼
㈱
あ
さ
開

■
市
内
■

【
団
体
】▼
バ
プ
テ
ス
ト
久
慈
教
会

（
ア
レ
ン
記
念
教
会
）

　

市
で
は
、
久
慈
市
地
震
災
害
義

援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の

義
援
金
は
市
内
の
被
災
し
た
方
々

に
分
配
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
受
付
場
所
（
現
金
）

① 

社
会
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）

②
山
形
総
合
支
所

③ 

各
支
所
（
宇
部
、
侍
浜
、
山
根
）

▼
そ
の
他
の
受
付
方
法

① 
現
金
書
留
…
宛
先
は
こ
ち
ら

　

〒
０
２
８
―
８
０
３
０

　

久
慈
市
川
崎
町
１
番
１
号

　

久
慈
市
役
所
社
会
福
祉
課

② 

口
座
振
込
…
入
金
前
に
社
会
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
振
込
先
は
こ
ち
ら

　

岩
手
銀
行
久
慈
中
央
支
店

　

普
通
預
金
２
０
５
７
１
８
８

　

久
慈
市
地
震
災
害
義
援
金

問
社
会
福
祉
課

　

 

☎
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―
２
１
１
９

４月11日～５月10日受付分

　東日本大震災で大きな被害を受けた
本市に、多くの義援金と市への寄付金
が全国各地から寄せられました。
　４月11日～５月10日までに受け付け
た分は次のとおりです。（敬称略）熱
い支援ありがとうございます。熱い支援に感謝

■
県
外
■

【
東
京
都
】▼
楽
天
市
場
の
支
援
活

動
「
楽
天
た
す
け
愛
」

【
静
岡
県
】▼
渡
辺
寿
子

■
県
内
■

【
企
業
・
団
体
】▼
社
会
福
祉
法
人

い
わ
て
育
心
会

■
県
外
■

【
千
葉
県
】▼
関
口
英
行

【
神
奈
川
県
】▼
神
林
洋
行

【
兵
庫
県
】▼
岸
川
嘉
明

【
島
根
県
】▼
桔
梗
和
夫

■
市
内
■

【
企
業
・
団
体
】▼
河
北
体
育
協
会

▼
ら
ー
め
ん
の
千
草
募
金
箱

■
口
座
振
替
■

【
個
人
】▼
コ
バ
ヤ
シ
・
ト
ラ
オ

■
県
外
■

【
埼
玉
県
】▼
城
野
口
有
吉

【
東
京
都
】▼
小
金
井
市
観
光
協
会

第
58
回
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

【
愛
知
県
】▼
小
島
國
男

【
そ
の
他
】▼
匿
名
１
件

■
県
内
■

　

久
慈
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
は
５
月
10
日
現
在
、
１
０
２

３
件
、
８
３
４
０
万
９
４
２
８

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
弔
慰
金
は
、
自
然
災
害

に
よ
り
死
亡
（
ま
た
は
行
方
不

明
）
さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
に
対

し
、
被
災
の
際
に
居
住
し
て
い

た
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。 

津
波
や
建
物
の
倒

壊
な
ど
震
災
に
起
因
し
て
死
亡

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
避
難

所
生
活
の
継
続
な
ど
に
よ
り
体

調
を
崩
し
て
死
亡
し
た
等
、
い

わ
ゆ
る
「
災
害
関
連
死
」
と
し

て
判
定
さ
れ
た
場
合
に
も
、
災

害
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

支
給
対
象
及
び
支
給
額

　

生
計
維
持
者
が
死
亡　

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

生
計
維
持
者
以
外
が
死
亡

　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
万
円

問
社
会
福
祉
課
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義
援
金
ご
協
力
を

募
集

義
援
金

寄
付
金

　県は５月８日からのドク
ターヘリ本格運航の開始に先
立ち、運航の流れなどを確認
するため、５月１日、平沢空
中消火基地で県立久慈病院や
久慈広域連合消防本部などの
関係機関約70人が参加し試験
訓練運航を実施しました。
　訓練には、事故現場は地上
からの救助が困難という想定
で県防災ヘリも参加。久慈消
防本部からの要請を受け、矢
巾町のヘリポートからドク
ターヘリが発進し、約20分後
には久慈市の現場付近に到着。
防災ヘリで収容された傷病者
をドクターヘリの医師・看護
師に引き継ぎ、現場付近の救
急車内で応急処置を行うなど
緊張感の中で連携方法を確認
しました。
　消防本部の立臼勝消防係長
は「事故現場で医師が処置
できるのは大きい。早期にマ
ニュアルを作成して有効に活
用したい」とドクターヘリ導
入に期待を寄せました。

ドクターヘリを誘導する久慈消防署員

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

祈
念
し
て
「
Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
演
奏
会
〜
こ
ど
も
の
日
特
別
コ

ン
サ
ー
ト
〜
」
が
５
月
５
日
、
ア

ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
会
場

に
は
家
族
連
れ
を
中
心
に
約
３
０

０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
を
始
め
る
前
、
市
文
化
会

館
の
永
峰
高
志
芸
術
監
督
・
館
長

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
第
２
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
首
席
奏
者
）
は
、「
緊
張

し
な
い
で
楽
し
ん
で
聴
い
て
く
だ

さ
い
」
と
観
客
を
和
ま
せ
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
た

曲
目
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
音
楽
な

ど
子
ど
も
に
馴
染
み
の
楽
曲
を

中
心
と
し
た
も
の
。
演
奏
す
る

楽
器
や
作
曲
者
の
話
を
交
え
な

が
ら
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
４
人

の
一
流
奏
者
に
よ
る
美
し
い
旋

律
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
は
復

興
を
願
う
や
さ
し
い
空
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

ドクターヘリ試験運行
救急現場に医師が出動

上 ／岩手県防災ヘリ「ひめかみ」も
訓練に参加し、隊員はドクターヘ
リとの連携方法などを確認
下 ／５月８日からの本格運行に備え、
訓練にも余念がない

救
援
支
援
物
資

災
害
弔
慰
金
に
つ
い
て

　新潟県新潟市を拠点に活動する刺し子愛
好家グループ「チクチクちく針仕事の会」
（池晶子主宰）から応援雑巾1,000枚が、あー
とびる麦生（熊谷行子理事長）に届けられ
ました。
　応援雑巾は、色とりどりの木綿糸で縫わ

れたもの。３歳から90歳代まで、同会の被
災地支援活動に賛同した全国の数百人が復
興への願いを込めて作成しました。
　５月12日と13日には、池さんらグループ
のメンバーがあーとびる麦生を訪れ、雑巾
作りワークショップを開催。和やかな雰囲
気の中、参加者はチクチクとカラフルな雑
巾やコースターを縫い上げました。

復興願う応援雑巾―

池さん（左）の説明を聞き縫い進める参加者

グランドピアノを寄贈

きれいな音色
大切に
使いたい

N響メンバー演奏会

美しい旋律で
復興を願い

５　広報くじ№150

　

宮
城
県
を
中
心
に
、
被
災
地

の
学
校
等
へ
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
を

行
っ
て
い
る
「
被
災
地
へ
ピ
ア

ノ
を
と
ど
け
る
会
」（
庄
司
美

知
子
委
員
長
）
か
ら
４
月
24
日
、

夏
井
中
学
校
（
齋
藤
眞
理
子
校

長
）
へ
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
音
楽
を
担
当
す
る
佐

藤
和
恵
教
諭
は
「
と
て
も
き
れ

い
な
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
切
に
使
い
た

い
で
す
」
と
寄
贈
へ
感
謝
。
学

校
で
よ
く
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
を
す

る
奥
寺
美
里
さ
ん
（
３
年
生
）

は
「
響
き
が
な
め
ら
か
で
き
れ

い
な
音
で
す
」
と
喜
び
の
表
情

で
し
た
。
ピ
ア
ノ
は
希
望
が

あ
っ
た
市
内
の
他
校
に
も
寄
贈

さ
れ
る
予
定
で
す
。

送られたピアノを演奏する奥寺美里さん

被災者へ救援支援物資、義援金、市への寄付金

上 ／大人から子どもまで多くの観
客が来場

下 ／曲と曲の合間には、永峰館長
から、楽器や作曲者のエピソー
ドが語られました


